



Submit Search


Upload
GP13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
•
0 likes•247 views

M
Masato FUKUHARAFollow
GP!3Read less

Read more
Education




Report
Share








Report
Share



1 of 14Download NowDownload to read offline





































Recommended
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GP14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GP14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GL14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GL14_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GL13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GL13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GL12aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf
GL12aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdfMasato FUKUHARA 


GP12tcue2023________________________.pdf
GP12tcue2023________________________.pdfMasato FUKUHARA 


GP11.pdf
GP11.pdfMasato FUKUHARA 


GP10.pdf
GP10.pdfMasato FUKUHARA 










More from Masato FUKUHARA
GL10.pdf
GL10.pdfMasato FUKUHARA 


GP09.pdf
GP09.pdfMasato FUKUHARA 


GL09.pdf
GL09.pdfMasato FUKUHARA 


GP08.pdf
GP08.pdfMasato FUKUHARA 










More from Masato FUKUHARA
GL08.pdf
GL08.pdfMasato FUKUHARA 


GP07.pdf
GP07.pdfMasato FUKUHARA 


GL07.pdf
GL07.pdfMasato FUKUHARA 


GP05.pdf
GP05.pdfMasato FUKUHARA 










More from Masato FUKUHARA
GL05.pdf
GL05.pdfMasato FUKUHARA 


GP04.pdf
GP04.pdfMasato FUKUHARA 


GL04.pdf
GL04.pdfMasato FUKUHARA 


GP03.pdf
GP03.pdfMasato FUKUHARA 










More from Masato FUKUHARA
GL03.pdf
GL03.pdfMasato FUKUHARA 


GP02.pdf
GP02.pdfMasato FUKUHARA 


GL02.pdf
GL02.pdfMasato FUKUHARA 


ST15.pdf
ST15.pdfMasato FUKUHARA 










More Related Content
More from Masato FUKUHARA
GL10.pdf
GL10.pdfMasato FUKUHARA 



GP09.pdf
GP09.pdfMasato FUKUHARA 



GL09.pdf
GL09.pdfMasato FUKUHARA 



GP08.pdf
GP08.pdfMasato FUKUHARA 



GL08.pdf
GL08.pdfMasato FUKUHARA 



GP07.pdf
GP07.pdfMasato FUKUHARA 



GL07.pdf
GL07.pdfMasato FUKUHARA 



GP05.pdf
GP05.pdfMasato FUKUHARA 



GL05.pdf
GL05.pdfMasato FUKUHARA 



GP04.pdf
GP04.pdfMasato FUKUHARA 



GL04.pdf
GL04.pdfMasato FUKUHARA 



GP03.pdf
GP03.pdfMasato FUKUHARA 



GL03.pdf
GL03.pdfMasato FUKUHARA 



GP02.pdf
GP02.pdfMasato FUKUHARA 



GL02.pdf
GL02.pdfMasato FUKUHARA 



ST15.pdf
ST15.pdfMasato FUKUHARA 



ST14.pdf
ST14.pdfMasato FUKUHARA 



ST13.pdf
ST13.pdfMasato FUKUHARA 



ST12.pdf
ST12.pdfMasato FUKUHARA 



ST11.pdf
ST11.pdfMasato FUKUHARA 





More from Masato FUKUHARA (20)
GL10.pdf
GL10.pdf 


GP09.pdf
GP09.pdf 


GL09.pdf
GL09.pdf 


GP08.pdf
GP08.pdf 


GL08.pdf
GL08.pdf 


GP07.pdf
GP07.pdf 


GL07.pdf
GL07.pdf 


GP05.pdf
GP05.pdf 


GL05.pdf
GL05.pdf 


GP04.pdf
GP04.pdf 


GL04.pdf
GL04.pdf 


GP03.pdf
GP03.pdf 


GL03.pdf
GL03.pdf 


GP02.pdf
GP02.pdf 


GL02.pdf
GL02.pdf 


ST15.pdf
ST15.pdf 


ST14.pdf
ST14.pdf 


ST13.pdf
ST13.pdf 


ST12.pdf
ST12.pdf 


ST11.pdf
ST11.pdf 






Recently uploaded
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習MILab 



画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習MILab 



東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024
東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024Tokyo Institute of Technology 



第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料
第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料Masa Furuichi 



変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定
変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定MILab 



コーディング規約_Scratch編_v1.1
コーディング規約_Scratch編_v1.1satoshi59 



Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptx
Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptxYukiTerazawa 





Recently uploaded (7)
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習 


画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習
画像の圧縮・復元モデルと認識モデルのEnd-to-End学習 


東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024
東工大 建築学系／都市・環境学コース 大学院入学・進学説明会2024 


第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料
第９回シリアスゲームジャム「シリアスゲームの創り方〜秘伝を教えます〜」２０２４年３月５日説明資料 


変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定
変形ARマーカの高速かつ高精度な姿勢推定 


コーディング規約_Scratch編_v1.1
コーディング規約_Scratch編_v1.1 


Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptx
Graduatescholexaminationpresentation2024.3.5.pptx 











GP13_2023aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa.pdf

	1. GP13
正戦論と市民の責任
グローバル政治論(globalpolitics,teue2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 1/14
  


	2. 1.正戦論の基本知識
2.正戦論の問題
3.市民の責任とは？
正戦論とはどのような考え方か？
2/14
  


	3. 平和主義(pacifism)
殺人は悪である→戦争は大規模の殺人が引き起こる
よって戦争はどんな場合でも認められない
正戦論(justwartheory)
戦争は正しい場合にのみ認められる
現実主義(realism)
国家の利益こそ重要である→戦争では勝利が至上命題
よって戦争はどんな場合でも認められる
戦争をめぐる三つの思想的潮流
1
2
1.平和主義は、殺人の悪性という道徳原理から最も厳格に重んじる立場は絶対平和主義（absolute pacifism）の
他、この原理をもう少し緩める穏当な平和主義もある。例えば松元雅和『平和主義とは何か——政治哲学で考える
戦争と平和』中公新書を参照のこと。
2.現実主義も、各国家が国益をめぐって競合するアナーキーであると国際社会像を厳格に重んじる立場の他、もう少
し正戦論に近づく立場も考えられる。 3/14
  


	4. 正しい戦争は、二つの意味で正しくなければならない
ユス・アド・ベルム cf.開戦法規、justiceofwar
「開戦時」に満たすべき条件
ユス・イン・ベロ cf.交戦法規、justiceinwar
「個別の戦闘時」に満たすべき条件
☞これらを二つとも満たして初めて「正しい戦争」。実際に、歴史上「正
しい戦争」と言い切れるものはほぼ存在しないかもしれない。
☞現在では、これらは「戦時国際法（lawofwar）」として法制化され
ている（国連憲章の一部／ジュネーブ諸条約追加議定書など）。
戦争の正義
3.停戦と撤退に関わるユス・ポスト・ベルム（justice  after war）という議論もあるが、ここではスキップする 4/14
 


	5. 戦争は正当な目的で行われなければならない
(1)正当理由
(2)正当な意図
(3)比例性（戦争全体の目的と手段が釣り合うこと）
(4)合理的な成功可能性
(5)最後の手段
(6)正統な権威（＝国家）による宣戦布告
☞戦争の目的と戦争を行う主体を制限している
それぞれの条件をどのように解釈するのかが理論的な問題になる
☞国際社会では、どのような戦争が正当な目的として認められるのか？
ユス・アド・ベルムとは？
5/14
  


	6. キリスト教的な正戦論（古代〜中世）
・ローマ帝国のキリスト教国教化(392年)
・ローマ市民として義務vs.宗教的な義務(汝、殺すことなかれ)
→神の命じる「聖戦」はOK
無差別戦争観（近代〜20世紀初頭）
・ヨーロッパでの30年戦争→教会権力の凋落
・世俗権力としての国家台頭cf.ウエストファリア条約(1648年)
→「主権」国家の成立（戦争に訴えることは国家の権利）
→国家を越えた上位機関の消滅によりどんな戦争も合法となる
現行のユス・アド・ベルム(1)
6/14
  


	7. 契機：二つの世界大戦とその惨禍
(1)戦争の違法化
パリ不戦条約(1928年)
→締約国相互で国際紛争を解決する手段としての不戦を確認
国連憲章(1945年)cf.第２条第４項
→「加盟国は(...)武力による威嚇又は武力の行使を(...)慎まなければ」
(2)集団的安全保障体制
・国連の加盟国が平和のためのコストを負担をし合わなければならない
・戦争は集団安全保障を踏まえた以下三つの場合にのみ認められる
e.g.個別的自衛(51条) 、集団的自衛(51条)、国連が認めた武力制裁(42条)
現行のユス・アド・ベルム(2)
4
4.国連安全保障理事会が、国際の平和及び安全の維持に必要な措置をとるまでのあいだという条件付きである 7/14
  


	8. 戦争が正当な目的で行われているのか一義的に決められない
→加盟国に国連の措置以前の個別的自衛を認めることで、当事者が自分た
ちの武力行使が侵略なのか自衛なのかを判断せざるえない
cf.国連安全保障理事会の機能不全
×39条の基づく「侵略行為」の認定、42条に基づく「国連軍」の創設
○経済制裁などの非軍事的措置、軍事的措置の「勧告」や「許可」
→いわゆる常任理事国の拒否権により協調が成立しづらい
現行のユス・アド・ベルムとその問題(1)
5
5.国連憲章51 条「この憲章のいかなる規定も、国際連合加盟国に対して武力攻撃(armed attack)が発生した場合に
は、安全保障理事会が国際の平和及び安全の維持に必要な措置を  とるまでの間、個別的又は集団的自衛の固有の権
利を害するものではない。」 8/14
 


	9. 正当な目的が国家間の安全保障に限定されている
→人道目的や民主化のための軍事介入は認められない
☞「主権」国家に対する「内政干渉」に該当するから
ジェノサイド（民族浄化）などの民族紛争(1990年代)
e.g.ルワンダに対する不介入／コソボ紛争に対するNATO介入
☞誰が介入のコストを負担するのか？（難民受け入れ／CO2削減と同じ）
平和維持軍（PKO）以上の「国連軍」不在
→他国民のために自国民を犠牲にすることの国内的な批判
→紛争当事者の支援（武器の貸与など）という間接的介入が主流
現行のユス・アド・ベルムとその問題(2)
9/14
  


	10. 戦争は正当な手段で行われなければならない
(1)非戦闘員保護
(2)特定の武器使用の禁止
(3)捕虜の適切な扱い
(4)比例性（個別の戦略の目的と手段が釣り合うこと）
無差別戦争観の時代から戦争の目的による制約を諦め「戦争のルール
化」が進められる。せめて戦争の悲惨さに制約をという問題意識。
現行のハーグ陸戦条約(1899年)、ジュネーブ条約(1949年)とその追加議
定書(1977年)等と重なる
これらの条約に含まれる法規はまとめて「国際人道法」と呼ばれる。
ユス・イン・ベロとは？
10/14
  


	11. 「非国家主体」の台頭による戦争の性質の変化でルール遵守が困難
→戦争のルール化は、国家間戦争とその正規兵への適用が念頭にあるが、
現代戦争では、市街地で非正規兵によるゲリラ戦や「人間の盾」が戦略
的に使用されることが多い。
正しい側が勝つためにとる手段のチェックが甘くなる
e.g.イスラエルによるパレスチナへの攻撃
☞付随被害はどの程度認められるのか？cf.「二重効果の原則」
☞正しい側が「本当に」負けそうなときはルール遵守を諦めてよいのか？
cf.M.ウォルツァー「最高度緊急事態」(yes)
現行のユス・イン・ベロとその問題
11/14
  


	12. ユス・アド・ベルム
「戦争の違法化」
→集団安全保障が機能しない場合に「自衛戦争」のみ認める
→「平和主義」は上記の問題をカバーしてない
☞国連の機能不全を前提に、どちらが正しいのか問題の再浮上
ユス・イン・ベロ
「戦争のルール化」
→戦争の悲惨さを低減
→「現実主義」は上記の問題をカバーしてない
☞現代戦争では軍事的な必要性に対してルール遵守が難しい場合がある
まとめ：
12/14
  


	13. ・国家を越えた上位機関の不在
→では正義判定の役割がどこに割り当てられるのか？
国家の軍事権を司る機関＝（多くの先進国では）「議会」等
cf.シビリアン・コントロール
→軍の暴走を抑止するため軍事権を文民によってコントロールすること
☞一般市民の責任とは？
・自国の政治的リーダーが不正な戦争を開戦していないかチェック
・しかしシビリアンは戦争のチェックよりもむしろ戦争をしたがる場合も
・シビリアンの戦争を抑止するための「血のコスト」＝徴兵制導入？
正戦論の役割と市民の責任
6
6.三浦瑠麗『21世紀の戦争と平和』新潮社 13/14
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正義と地球環境
グローバル政治論(globalpolitics,teue2023)
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